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個人情報保護条例はなくなるのか？学習会
●日時
2020年１２月２６日（土）
13時30分～16時30分（13時15分開場）
●会場
かながわ県民センター ３０４号室
　　　　　　　　　　　　　　　　　横浜駅徒歩５分
●講師　 森田　明さん（弁護士）
　
菅政権は来年の通常国会にデジタル庁関連法案を提出しようと目論んでいます。
その法案の一つに個人情報保護法制の一本化が入れられようとしています。菅政権の狙うデジタル化社会とは、個人情報の自由な流通を行うことで国や企業の思うがままの利用を許していくような体制を作り出すものです。

自己情報コントロール権はいまだに私たちの社会に定着していませんが、「データ共同利用権」などという自由に個人情報を利用したい
　側にとっては、大変都合の良い概念を作り出してまでデータ利用の自由化を追求しようとしています。
　　その際に邪魔になってくるのが国より先進的に個人情報を保護してきた自治体の個人情報保護条例です。今回の個人情報保護法制の一本化とはこの自治体条例をなくして国のレベルの低い法に一本化しようという動きです。しかし私たちは自己情報コントロール権の基本にある「本人同意」を蔑ろにする改悪を了承するわけにはいきません。
　　個人情報保護に詳しく、神奈川県、逗子市などで個人情報審議会委員を務められている森田弁護士をお招きしてその問題点を考えてみたいと思います。
＊なお、オンライン配信を行いますので、詳しくはＨＰをご覧ください。
■共催：共謀罪ＮＯ！実行委員会／「秘密保護法」廃止へ！実行委員会
＊連絡先　　宮崎俊郎（０８０－５０５２－０２７０）

